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胆振管理区の道有林は、明治 39 年(1906年)模範林として国から 22,949ha を譲り受け、累標（ルベシベ：現むかわ町

穂別）、幌内（現厚真町）にそれぞれ監護員駐在所を創設したときに始まります。 

その後、監護員駐在所は森林事務所と改称し、所在地も厚真町振老（現厚真町）から安平村追分（現安平町追

分）へと移転し、昭和 11 年(1936 年)に苫小牧に移転して苫小牧森林事務所となりました。 

この間、更に 9,231ha を公有林として国から譲り受け、昭和 17 年(1942年)には林政改革により当時の室蘭営林区署

へ所管替えになるなどの変遷を経て、昭和 22 年(1947 年)地方自治法の制定に伴い国有林と分離して「苫小牧林務

署」が発足し、平成 6 年(1994 年)道の組織再編により「苫小牧道有林管理センター」、平成 14 年(2002 年)からは、胆

振支庁管内の民有林を対象として技術指導等を行う胆振西部及び胆振東部林業指導事務所を統合した「胆振森づく

りセンター」を経て、平成 22年（2010年）4月「北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例」が施行されたことに

伴い、総合振興局の内部組織として、「胆振総合振興局森林室」となりました。 

平成 30 年(2018年)９月６日に発生した最大震度７の北海道胆振東部地震により、胆振管理区の道有林においても

約 1,900ha に及ぶ森林被害が発生したことから、道では、治山施設の整備や林道等の復旧、さらには、森林機能の早期

回復に向けた取組を進めています。 

管   理   係 
庶務、予算、経理、財産の管理 

普 及 推 進 係 

主査（計画指導） 

普 及 課 長   

室 長 

 

森林・林業の技術と知識の普及指導、担い手の育成 

（白老以東地区担当） 

道有林の更新、保育、保護、産物の調査 

道有林の森林計画、整備管理計画、諸施策との調整 

道有林産物の販売 

 

治山、林道施設などの整備と管理 

 
森林・林業の技術と知識の普及指導、担い手の育成 
（登別以西地区担当） 

胆振総合振興局森林室の概要 

森林計画の指導 

道有林野の整備管理に関する技術・知識の指導 

(兼)主幹 
（森林総合管理） 

国有林との連携・調整、地域の森林づくりに対する支援 (空知総合振興局森林室在勤) 

道有林野管理、道有林保安林管理 
管 理 課 長  

豊浦事務所長 

森林整備課長   

主 幹（技術） 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森 林 整 備 係 

主査(計画) 
（主幹が兼務） 

主査（販売 ） 

主査（森林土木） 

 胆振総合振興局森林室は、一般民有林を対象にした森林所有者等への技術指導のほか、厚真町・安平町・む

かわ町及び空知総合振興局管内の夕張市・由仁町に所在する道有林（胆振管理区）の整備・管理を行っています。 

主  査 



森林の所管別分布（胆振総合振興局管内） 
 

 
 

 

 

                                                                                                         

                            
                  

 

 
 

                                                        
                                        

 

 

                                                              出典：北海道林業統計（令和６年度版） 

 

 

国有林

100,559 

40％

道有林

32,651 

13％

私有林

102,925 

41％

天然林

163,433 

65%

人工林

75,178 

30%

トドマツ

6,935 

47%

カラマツ類

5,497 

37%

エゾマツ類

1,719 

11%

カンバ類

3,268 

20%

ナラ類

2,748 

17%

カエデ

2,076 

12%

シナノキ

1,706 

10%

その他

5,746 

34%

林種別面積（単位:ha） 所管別森林面積（単位:ha） 

市町村

有林 

16,194 

6％ 

 

合計：252,329ha 
※道有林は胆振総合

振興局管内のみ 

 

その他 

686  

5% 

無立木

地 

9,691 

4％ 

 

その他 

4,027 

1% 

針葉樹樹種別蓄積（単位:千ｍ3） 広葉樹樹種別蓄積（単位: 千ｍ3） 

合計：14,837 千ｍ3 合計：16,662 千ｍ3 

ﾊﾘｷﾞﾘ 

287 

2% 

カツラ 

249 

2% 

タモ類 

370 

2% 

ニレ 

212  

1% 



森林機能を高めるた

め、高齢級人工林

の伐採・更新を進め

ます 

植栽した苗木の生

育を助けるためササ

や雑草を刈り払いま

す 

森林整備を行うとき
に産出される木材
を、積極的に利用し
て道民生活に役立
てます 

土砂の流出や森林

の荒廃を防ぎ、水資

源などを確保してい

ます 

路網は、木材の搬出

や人工林の保育な

ど、森林の整備、管

理のため重要です 

森づくり活動のフィー
ルドとして道有林が利
用されています 

 
 

 胆振総合振興局森林室では、全道に配置されている 13 箇所の道有林管理区のうち、胆振総合振興局管

内の厚真町・安平町・むかわ町、空知総合振興局管内の夕張市・由仁町に所在する道有林 33 千 ha の森林

を胆振管理区として適切に管理、整備し、森林の持つ公益的機能の発揮や原木の安定供給に向けた森林づく

りを進めています。 

管理区の特徴 

胆振管理区の下流域には多くの農業用ダム、飲料用利水施設があると共に沿岸ではスケトウダラ、ホッキ貝、

サケ、シシャモ等の漁業が営まれており、水質保全、水源かん養に対する住民の関心が高い地域です。 

このことから、植栽～伐採や路網整備など、適切な森林整備を実施し、森林資源の循環利用のため、年約

30,000 ㎥の立木販売を実施しています。 
また、地域と連携した取組として、むかわ町・国・道の三者による「地域主体の一体的な森林づくり協定」を締

結し、①森林の一体的な整備・管理、②森林資源の循環利用、③木育の推進などを進めており、この取組に

基づき、むかわ町内の道有林 12,934ha を対象に森林認証（SGEC）を取得しています。 

                    

                       
 

 

◆森をつくる◆                            ◆森を育てる◆ 
植栽                       下刈 

 

 

 

 

 

 

◆森の恵み◆                   ◆森をまもる◆ 

                   人工林の間伐                   治山ダム 

 

 

 

                  

 

 

 

                                      

◆森づくりの基盤◆                         ◆ボランティアによる森づくり◆ 
               路網の整備                      バットの森 

 

 

 

 

 

胆振管理区の道有林 

胆振管理区道有林の林種別面積 人工林の樹種別面積 

人工林 

7,176ha 

22% 

天然林 

24,212ha 

73% 

無立木地 

1,950ha 5% 

トドマツ 

4,294ha 

60% 
カラマツ類 

1,362ha 

19% 

エゾマツ類 

799ha 11% 

その他針葉樹 

345ha 5% 

その他広葉樹 

376ha 5% 

出典：北海道業務資料 出典：北海道業務資料 

合計：33,338ha 合計：7,176ha 



 
 

胆振総合振興局管内の一般民有林面積は、約 119 千 ha で管内森林面積の約 47％を占めています。 

人工林面積は、約 38 千 ha で人工林率は 32％となっています。内訳は、カラマツ 19 千 ha（50％）、トドマツ

11 千 ha（29％）、その他 8 千 ha（21％）となっており、東部地区はカラマツが多く、西部地区はトドマツが多い地

域となっています。 

林業普及指導事業では、林業技術の改善、林業経営の合理化、森林の整備等を促進し、林業の振興を

図るとともに、森林の有する多面的機能の発揮に資するため、森林所有者に接し、林業に関する技術及び知識

の普及と森林施業に関する指導等を行っています。 
 

 
  

 

◆森林所有者の育成◆                         ◆協働の森林づくり◆ 

人材育成                                   森づくり活動の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆林業技術の定着◆ 

                                                                                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

◆胆振東部地震被害からの再生◆                 ◆スマート林業の推進と定着◆ 

                                                       

林業の普及指導 

企業や地域の漁協、子

供達などの森づくり活動

（植樹活動）を支援して

います 

市町・林業事業体向け

にドローン等 ICT 機器を

活用した業務の省力化

を推進しています 

胆振管内一般民有林の林種別面積 人工林の樹種別面積 

人工林 

37,742ha 

32% 

天然林 

73,697ha 

62% 

無立木地 

7,680ha 6% トドマツ 

10,900ha 

29% 

カラマツ類 

18,775ha 

50% 

エゾマツ類 
2,176ha  6% 

その他針葉樹 

3,190ha  8% 

その他広葉樹 

2,701ha  7% 

出典：北海道業務資料 出典：北海道業務資料 

崩壊地の森林再生 

地震によって崩壊した森

林の再生に向け、森林

所有者等に寄り添いな

がら、森林整備を推進

しています 

合計：119,119ha 合計：37,742ha 

業務の省力化 

現地指導のほか、林分

診断等を用いた林家の

個別訪問や各種研修

会を行い、林業経営の

改善と集約化施業を推

進しています 

 

 

集団指導・個別指導 

研修会等を通じ、将来

の地域リーダーとして活

躍される森林所有者の

育成や高校生へ林業に

関心を高めるような活動

をしています 
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